
（１） 　　　第５９５号日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）２月２８日

世界初の歯の　　再生体外
培養

本学のシンボルマーク

平成23年度日本歯科大学歯学会総会・大会を下記のとおり開催いた
します。会員の皆様の多数の参加をお待ちしております。

日　時：６月４日（土）11：00 ～ 17：00（予定）

会　場：新潟生命歯学部アイヴイホール・講堂

メインテーマ「口腔乾燥症の基礎と臨床－口のかわき診療を中心に－」

　65歳以上の高齢者では半数以上の人が口腔乾燥（ドライマウス）を
感じているという報告があります。今回のシンポジウムでは，口腔乾
燥症患者の唾液成分の特徴，口腔乾燥症の診断法と口腔ケアへの取り
組みを中心に講演していただき，その上で討論を予定しています。

大会長　　下村浩巳（新潟生命歯学部生化学講座）

シンポジウム：
〈基礎の立場から〉
唾液：口腔乾燥の基礎と研究の最前線 五十嵐敦子
〈開業医の立場から〉
開業医でのドライマウス診療の導入について 三村　博史
唾液分泌量測定－どのように測定し，どう評価しているか－ 後藤　　聡
〈病院歯科口腔外科の立場から〉
病院歯科口腔外科におけるドライマウス診療－口腔ケアを中心に－

 櫻井　　賢
〈大学病院の立場から〉
大学病院でのドライマウス診療－臨床･教育･研究の取り組み－

 戸谷　収二
問合せ先：準備委員長　戸谷　収二（新潟病院口腔外科）

 E-mail：toya@ngt.ndu.ac.jp

平成23年度歯学会大会のお知らせ

　

発
生
・
再
生
医
科
学
講
座

（
中
原
貴
教
授
）
を
中
心
と

す
る
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

五
年
前
よ
り
歯
の
再
生
実

験
に
着
手
し
た
。
こ
れ
ま
で

試
み
ら
れ
た
研
究
は
、
ヒ
ト

の
歯
胚
の
入
手
が
困
難
で
あ

り
、
ま
た
異
種
動
物
に
移
植

し
た
人
工
歯
胚
を
人
体
に
移

植
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ

り
、
歯
の
再
生
の
臨
床
応
用

は
不
可
能
に
近
い
と
み
ら
れ

て
い
た
。

　

そ
こ
で
同
グ
ル
ー
プ
は
、

ヒ
ト
歯
根
膜
細
胞
に
着
目

し
た
。
抜
歯
智
歯
か
ら
え
た

歯
根
膜
細
胞
を
市
販
の
医
用

材
料
、
独
自
に
開
発
し
た
培

養
液
に
よ
り
、
新
規
に
培
養

す
る
シ
ス
テ
ム
の
「
器
官
再

生
法
」
を
開
発
し
た
。
こ
の

マ
ウ
ス
の
歯
で
成
功

　

中
原
教
授 

再
生
医
科
学
研
究
グ
ル
ー
プ

本
学
生
命
歯
学
部
の
中
原
貴
教
授
、
新
潟
生
命
歯
学
部
の
佐
藤

聡
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
ウ
ス
の
歯
冠
を
体
外
培
養

し
て
、
完
全
な
歯
の
再
生
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。

ほ
ど
、
こ
の
器
官
再
生
法
に

よ
っ
て
、
歯
根
が
ま
だ
形
成

さ
れ
て
い
な
い
マ
ウ
ス
歯
冠

を
培
養
し
、
大
き
さ
も
硬
さ

も
備
え
た
歯
根
お
よ
び
歯
根

膜
、
歯
槽
骨
が
完
全
に
再
生

さ
れ
た
。

　

実
験
は
、
生
後
五
日
齢
の

マ
ウ
ス
の
歯
冠
を
採
取
し
、

ヒ
ト
の
抜
歯
智
歯
か
ら
え
た

歯
根
膜
細
胞
を
シ
ー
ト
状
に

培
養
し
た
歯
根
膜
シ
ー
ト
と

コ
ラ
ー
ゲ
ン
ス
ポ
ン
ジ
に
包

み
、
独
自
の
培
養
液
に
入
れ

て
、
四
週
間
シ
ャ
ー
レ
内
で

培
養
し
た
も
の
で
、
世
界
初

の
歯
の
体
外
培
養
と
な
っ
た
。

　

こ
の
体
外
培
養
し
た
再
生

歯
は
、
そ
の
ま
ま
マ
ウ
ス
の

口
腔
内
に
移
植
で
き
た
。

　

現
行
の
レ
ジ
ン
や
金
属
チ

タ
ン
に
よ
る
歯
科
用
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
と
は
異
な
り
、
再
生

歯
根
に
は
歯
根
膜
と
歯
槽
骨

が
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
歯

周
組
織
付
き
の
再
生
歯
は
、

「
再
生
歯
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。

　

中
原
教
授
は
、
こ
の
成
果

を
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た

第
五
十
五
回
日
本
口
腔
外
科

学
会
総
会
・
学
術
大
会
に
お

い
て
口
演
発
表
し
た
。
こ
の

「
再
生
歯
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

実
現
に
向
け
た
歯
根
・
歯
周

組
織
ユ
ニ
ッ
ト
の
イ
ン
ビ
ト
ロ

形
成
と
移
植
評
価
」
は
、
同

学
会
の
最
優
秀
口
演
発
表
賞

（
李
春
根
賞
）
を
受
賞
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
歯
冠
じ
た
い

の
再
生
実
験
を
す
す
め
て
い

る
。
体
外
で
培
養
す
る
こ
と

は
、
再
生
の
要
件
を
操
作
し

や
す
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
歯
冠
再
生
を
ふ
く
め
た

完
全
な
培
養
歯
が
形
成
で
き

れ
ば
、
再
生
歯
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
臨
床
応
用
が
視
野
に
見

え
て
く
る
。
こ
の
培
養
再
生

歯
を
人
体
の
歯
欠
損
部
に
移

植
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

体
に
第
三
の
歯
を
再
生
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
夢
と
い
わ
れ
て
い
た

歯
の
再
生
は
、
将
来
の
歯
科

医
療
の
め
ざ
す
新
た
な
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
内
外
の
反
響
は
再
生

医
療
の
到
来
を
予
測
さ
せ
、

歯
の
再
生
の
臨
床
応
用
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
歯
の
体
外
培
養
再
生
」
を

報
じ
た
主
な
メ
デ
ィ
ア

（
二
〇
一
〇
年
）

☆
日
本
経
済
新
聞
11
月
22
日

朝
刊
11
面

「
完
全
な
歯　

培
養
成
功
～

日
本
歯
科
大
マ
ウ
ス
で
実
験
」

☆
新
潟
日
報
12
月
27
日
朝
刊

１
面

「
体
外
培
養
で
世
界
初　

歯

の
再
生
に
成
功　

日
本
歯
科

大
の
研
究
チ
ー
ム
」

（
二
〇
一
一
年
）

☆
時
事
通
信
１
月
３
日
14
時

42
分
配
信

「
体
外
で
培
養　

歯
を
完
全

再
生
＝
マ
ウ
ス
で
成
功　

人

へ
の
応
用
目
指
す―

日
歯
大
」

　

※
時
事
通
信
が
配
信
し
た

同
記
事
は
、
１
月
４
日
付
の

河
北
新
報
、
北
海
道
新
聞
、

信
濃
毎
日
新
聞
、
静
岡
新

聞
、
福
島
民
報
、
東
京
新

聞
、
中
日
新
聞
な
ど
に
掲
載

さ
れ
た
。

☆
日
刊
工
業
新
聞
１
月
４
日

「
完
全
な
歯　

再
生
成
功
～

日
本
歯
大 

歯
の
一
部
体
外

で
培
養
」

☆
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
Ｎ
ス
タ

新
潟
１
月
17
日
放
送

「
進
む
再
生
医
療
！
失
わ
れ

た
歯
を
取
り
戻
せ 

新
潟
の

最
前
線
リ
ポ
ー
ト
」

☆

Ｊ
Ｓ
Ｔ

サ

イ
エ

ン
ス

ニ
ュ
ー
ス
２
月
９
日
配
信

「
世
界
で
初
め
て
生
体
外
で

人
工
歯
根
の
培
養
に
成
功
」

 「
オ
ド
ン
ト
ロ
ジ
ー
」発
行

　

歯
学
会
（
宮
川
行
男
会

長
）
で
は
、"Odontology"

第
九
十
九
巻
一
号
を
一
月
に

発
行
し
、
国
内
外
の
関
係
者

に
配
付
し
た
。

中
久
木
一
乘
先
生
（
千
葉
）

小
口
東
京
短
大
学
長
が
受
賞

日
本
歯
科
医
学
会
会
長
賞

　

本
学
第
五
十
三
回
卒
業
の

中
久
木
一
乘
先
生
（
千
葉
・

船
橋
市
）
と
、
東
京
短
期
大

学
学
長
の
小
口
春
久
客
員
教

授
（
北
海
道
大
学
名
誉
教

授
）
が
、
平
成
二
十
二
年
度

日
本
歯
科
医
学
会
会
長
賞
を

受
賞
し
た
。
中
久
木
先
生
は

地
域
歯
科
医
療
部
門
、
小
口

学
長
は
教
育
部
門
で
の
受
賞
。

　

平

成

二
十

三

年

一

月

二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第

八
十
五
回
同
学
会
評
議
員
会

で
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

テレビ取材中の実験室　中央は佐藤教授、右は中原教授

培養前と培養後の比較　歯槽骨※ 歯髄腔＊　歯根膜腔⇨⇦

年２回発行の英文誌Odontology



日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）２月２８日 （２）第５９５号

日本歯科大学　OPEN CAMPUS 2011
～高校生はもちろん，どなたでも参加できます～

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス

５/15㈰，６/12㈰，７/23㈯，８/27㈯，９/18㈰
11時20分～ 16時
新潟生命歯学部で実施するＡＯ入試の受験には，オープンキャンパスへ
の参加が必須です（昨年度の参加も可）

　新潟生命歯学部　　検索　    http://www.ngt.ndu.ac.jp

◇生命歯学部 (東京 )オープンキャンパス

７/９㈯，８/18㈭，８/27㈯，10/８㈯，11/３㈭，11/４㈮
午前の部：10時開始，午後の部：14時開始
※8/27㈯は13時からの１回，11/4㈮は午前の部のみ

　生 命 歯 学 部　　検索　　http://www.tky.ndu.ac.jp

入学試験を施行平成
23年

両
学
部
の
合
格
者
発
表

　

東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

平
成
二
十
三
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、
一
月
中
旬
の

セ
ン
タ
ー
試
験
と
二
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
施
行
し
、
両
学

部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
あ
わ
せ
て
東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期

大
学
の
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

  
平
成
二
十
三
年
度
の
入
学

試
験
は
例
年
ど
お
り
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試

験
（
セ
ン
タ
ー
入
試
）
と
、

本
学
で
実
施
す
る
一
般
選
抜

入
学
試
験
（
本
学
試
験
）
の

二
本
立
て
で
行
わ
れ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
は
一
月

十
五
・
十
六
日
に
全
国
の
セ
ン

タ
ー
試
験
会
場
に
お
い
て
一

斉
に
施
行
さ
れ
、
本
学
の
両

学
部
も
そ
の
会
場
に
な
っ
た
。

　

本
年
も
同
一
試
験
日
に
両

学
部
の
受
験
と
併
願
が
可
能

と
な
る
「
全
学
部
入
試
」
を

一
般
選
抜
入
試
と
セ
ン
タ
ー

利
用
入
試
で
実
施
し
た
。

　

一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
、
三
科

目
（
英
語
、
数
学
、
理
科
）

の
学
力
試
験
と
面
接
試
験
を

二
月
一
日
に
実
施
、
四
日
に

合
格
者
を
発
表
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
入
試
利
用
試
験

は
、
二
月
五
日
に
生
命
歯
学

部
（
東
京
）
に
お
い
て
面
接

試
験
を
実
施
し
、
七
日
に
合

格
者
を
発
表
し
た
。

岡
田
新
一
氏
の
設
計
に
よ
る
近
代
建
築
の
粋
を
集

め
た
日
本
歯
科
大
学
体
育
館
は
、
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）
十
二
月
竣
工
。
本
建
築
物
は
、
各
界
の

絶
賛
を
受
け
た
（
上
写
真
は
建
築
中
）。

　

合
格
者
の
受
験
者
番
号

は
、
い
ず
れ
も
生
命
歯
学
部

本
館
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に

掲
示
発
表
し
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
表
し
た
。

　

追
っ
て
、
一
般
選
抜
の
後

期
試
験
（
学
力
・
面
接
）
は

二
月
二
十
七
日
に
、
セ
ン

タ
ー
入
試
利
用
の
後
期
試
験

（
面
接
）
は
三
月
十
五
日
に

実
施
し
た
。

　

な
お
、
東
京
短
期
大
学
歯

科
技
工
学
科
・
歯
科
衛
生

学
科
で
は
、
一
月
二
十
三

日
に
一
般
Ａ
入
学
試
験
、
三

月
十
二
日
に
一
般
Ｂ
入
学

試
験
を
、
新
潟
短
期
大
学
歯

科
衛
生
学
科
で
は
、
一
月

二
十
二
日
に
一
般
選
抜
入
学

試
験
（
Ａ
）、
三
月
三
日
と

二
十
六
日
に
一
般
選
抜
入
学

試
験
（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
）
を
施

行
し
た
。

会　
　
　

告

次
号
は
第

100
回
卒
業
式

　

本

学
は
明

治
四
十

年

（
一
九
〇
七
）
の
創
立
後
、

日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校

と
改
称
し
、
同
四
十
三
年
六

月
に
文
部
大
臣
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）、
第
一
回
卒

業
生
と
し
て
五
十
四
名
が
歯

科
医
師
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
本
学
は
卒
業
回
数

を
通
し
番
号
で
数
え
て
い
ま

す
の
で
、
本
年
三
月
、
第

一
〇
〇
回
目
の
卒
業
式
と
な

り
ま
す
。
卒
業
生
総
数
は

こ
の
一
〇
〇
年
間
で
通
算

一
万
九
九
〇
二
名
に
な
り
ま

す
が
、
次
号
で
は
、
こ
の
記

念
す
べ
き
第
一
〇
〇
回
卒
業

式
を
特
集
し
ま
す
。

　

新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

か
ら
新
潟
市
中
央
区
関
屋

地
区
公
民
館
を
会
場
に
、
毎

年
二
～
三
月
に
健
康
公
開
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
同
講

座
は
公
開
講
座
委
員
会
（
委

員
長
・
渡
邉
文
彦
補
綴
学
Ⅱ

教
授
）
の
主
催
、
関
屋
地
区

公
民
館
の
共
催
に
よ
る
も
の

で
、
毎
回
百
人
以
上
の
市
民

が
聴
講
し
、
毎
年
参
加
さ
れ

る
方
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
公
開
講
座
で
は
、
一

般
教
育
系
と
基
礎
系
、
臨
床

系
講
座
や
新
潟
病
院
や
医
科

病
院
の
本
学
教
職
員
に
講
師

を
依
頼
し
て
い
る
。

　

本
年
二
月
二
十
日
（
日
）
に

開
催
し
た
平
成
二
十
二
年
度
健

康
公
開
講
座
で
は
、
江
面
晃

教
授
（
総
診
科
）
の
「
口
腔
ケ

ア
で
健
康
を
守
る
～
お
口
を
管

理
し
て
一
生
お
い
し
く
食
べ
る
た

め
に
～
」、
奈
良
貴
史
准
教
授

（
解
剖
学
Ⅰ
）
の
「
日
本
人
は

ど
こ
か
ら
来
た
か
～
我
々
の
先

祖
は
ア
フ
リ
カ
人
?
～
」
の
講

演
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
熱

心
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

昨
年
ま
で
に
開
催
さ
れ
た

同
講
座
の
演
題
と
講
師
は
次

の
と
お
り
。

●
平
成
十
四
年
度

十
五
年
三
月
一
日
（
土
）

「
知
っ
て
い
ま
す
か
歯
医
者

さ
ん
の
往
診
」
黒
川
裕
臣

（
総
診
科
）

「
寝
た
き
り
患
者
さ
ん
の
お

口
の
管
理
」
小
司
利
昭
（
補

綴
学
Ⅲ
）

●
平
成
十
五
年
度

十
六
年
二
月
十
四
日
（
土
）

「
芭
蕉
と
歯
痛
」
西
巻
明
彦

（
医
の
博
物
館
）

「
口
の
か
わ
き
と
味
の
異

常
」
戸
谷
収
二
（
口
腔
外
科
）

●
平
成
十
六
年
度

十
七
年
二
月
六
日
（
日
）

「
あ
ご
の
関
節
外
来
に
お
け

る
関
節
異
常
と
か
み
あ
わ
せ

治
療
」
永
田
和
裕
（
総
診
科
）

「
明
治
時
代
を
中
心
と
し
た

新
潟
県
の
医
・
歯
学
史
に
つ

い
て
」
樋
口
輝
雄
（
医
の
博

物
館
）

●
平
成
十
七
年
度

十
八
年
二
月
十
九
日
（
日
）

本
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

「
歯
か
ら
み
て
ヒ
ト
は
何
を

食
べ
る
べ
き
か
？
」
中
村
直

樹
（
新
潟
短
大
）

「
か
め
る
入
れ
歯
」
近
藤
敦

子
（
総
診
科
）

●
平
成
十
八
年
度

十
九
年
二
月
十
八
日
（
日
）

「
お
口
の
手
入
れ
と
大
切

さ
」
黒
川
裕
臣
（
総
診
科
）・

三
富
純
子
（
歯
科
衛
生
科
）

「
骨
と
歯
か
ら
日
本
人
の

ル
ー
ツ
を
探
る
」
影
山
幾

男
（
解
剖
学
Ⅰ
）

●
平
成
十
九
年
度

二
十
年
二
月
十
七
日
（
日
）

「
ヒ
ト
は
水
の
中
か
ら
や
っ

て
き
た―

神
様
の
設
計
図

―

」
熊
木
克
治
（
解
剖
学
Ⅰ
）

「
知
っ
て
お
き
た
い
、
避
難

生
活
に
重
要
な
お
口
の
健
康

管
理
」
田
中
彰
（
口
腔
外
科
）

●
平
成
二
十
年
度

二
十
一
年
二
月
十
五
日
（
日
）

「
『
水
の
都
』
新
潟
市
の
鳥

類―

水
鳥
の
く
ら
し
を
探
る

―

」
千
葉
晃
（
生
物
学
）

「
お
口
の
匂
い
は
気
に
な
り

ま
す
か
？―

口
臭
に
サ
ヨ
ナ

ラ
し
ま
し
ょ
う
！
」
大
森
み

さ
き
（
総
診
科
）

●
平
成
二
十
一
年
度

二
十
二
年
二
月
二
十
一
日
（
日
）

「
味
を
感
じ
る
舌
の
器
官
：

味
蕾―

電
子
顕
微
鏡
で
見
る

ミ
ク
ロ
の
世
界―

」
吉
江
紀

夫
（
解
剖
学
Ⅱ
）

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ―

恐
れ

ず
!!　

あ
な
ど
ら
ず
!!―

」

曽
我
憲
二
（
内
科
）

健
康
公
開
講
座
を
開
催

新 潟

アルバムから

試験開始、問題冊子を確認する受験生たち(２月１日・東京）

飯田橋駅前の体育館

駅前交叉点の本学分室（昭和43年９月)、体育館の建つ場所

公民館では130名以上の市民が聴講した

熱心にメモをとる公開講座の参加者たち

 遠
藤
名
誉
教
授
逝
去

　

本
学
名
誉
教
授
の
遠
藤
敬

和
先
生
が
、
二
月
九
日
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
六
十
四
歳
。
遠
藤

名
誉
教
授
は
、
昭
和
六
十
三
年

に
歯
学
部
物
理
学
の
講
師
に
就

任
。
助
教
授
、
教
授
を
経
て
、

平
成
二
十
二
年
に
退
職
し
た
。


